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バ

,
伊
太
利
に
於
け
る
社
會
生
_
の
起
源
は
、
た
を
+
夂 

世
紀
の
前
宇
に
遡
る
こ
ど
が
出
來
る
け
れ
ざ
も
、
谋
確 

然
た
る
發
達
を
爲
し
た
の
は
其
後
半
で
ぁ
る
>
?
說
く

錄

#
太
利!:
-
於
け
る
社
會
生
義
學
說
の
發
達
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四

進
み
度
い
€
考
へ
る
。其
は
夫
の
闩
O
B
P
W
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a
m
p
a
n
d
l
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T
1568-1639)

で
あ
る
。
o
ぃ R

obert 

Michels 
あ
亦
彼 

を
^
て
其
論
を
說
き
起
し
て
ゐ
る
。

最
始
の
，伊
太
利
社
會
主
義
者
は
十
六
世
紀
の3

^

8 

の
僧
®
な

るT

 o
m
a
s
o

 

c
a
B
p
a
n
e
l
l
a

で
あ
つ
^
。Ca

日
丨 

panella

は

「

日
の
都」

(civitas 

Solis)

に
於
て
現
狂 

の
狀
態
を
轉
覆
せ
.ん
と
す
る
の
考
へ
を
主
張
し
れ
。
而 

し
て
：實
に
、
所
有
權
及
家
族
を
廄
滅
せ
し
め
て
、
.其
れ 

に
代
ふ
る
^
經
濟
的
共
產
主
義
ビ
一
夫
多
妻
的
淘
汰 

(
z
u
c
h
t
w
a
M
)

，を
以
て
せ
ん
^
し
た
の
で
あ
つ
れ
。
同 

時
^
彼
は
人
類
の
.限
り
な
き
技
術
的
天
分R
關
す
る
論 

文
を
.提
出
し
て
、
鱗
敏
な
る
服
識
を
以
て
汽
船€

«

« 

球
を
豫
見
し
た
，。
佛
蘭
西
革
命
に
於
て
は
フ
ロ
ー
レ
ン 

ス
の
人
な
.る

Fillipo 

Buonarotti

は
、
賃
銀
勞
働
敦
は
.

論
者
♦か
多
い
。
吾
八
も
亦
之
を
認
む
る
者
で
ぁ
る
？
乍

彼

に

|1
す
べ
&
勞
働
の
生
産
物
の
只
1
部
'^
の

み

を

賃

併
尙
ほ
«.
先
«
者
ビ
も
去
ふ
可
き
潑
が
數
多
6
る

こ

ヒ

m
V
J
:
し
て
得
る
、
從
.つ
て
土
地
の
共
同
化
を
要
求
す
ど 

い

=
文

®
知
名
の

.一
人
を

‘看
.遇
せ
す
に
云
ふ
考
へ
か
ら
し

.て
'論
旨

を

進

め

た

o..近
.世
：刑

法

擧

0
:丨

k

れ
度p

s
a
r
e

 

B
e
c
c
a
r
i
a
l

は

.犯

罪

：の

多

數

ほ

猫

有

財

て

同

一

坶

位

の

'者

？

同

.—
-
*敎

育

あ

る

.者

の

爲

に

#

レ

れ

の

產
制
度
に
由
來
す
る
も
の
ど
說
明
し
れ
。
而
し
て
其
私 

有
財
產
權
を
以
て
慘
酷
な
る
、
且
恐
，ら
く

 I.

度
も

其
必 

.要
な
き
權
利
^
爲
し
:/
2
。
十
八
世
紀
の
中
葉
ょ
り
十
九 

世
紀
の
中
葉
化
至
：る
®
}l
s
^
>.

豸
數
の
重
要
な
る
人
物 

を
產
ん
だ 

I

_

 
获
に
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a
g
a
n
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R
u
s
s
o
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3
1
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及 

G
.

 Ferrari 

等

を

傲

ひ

出
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こ
ビ
が
出
來
る
。
彼
等
は
、
大
部
分
、
吾
人
に
社
會
主 

義
に
，關
す
る
不
朽
の
寶:5
:
錢
し
た
。'又
彼
等
0
紙
背
に 

徹
す
る
眼
光
ビ
其”>

M
a
r
x
〖SInus t

 

w

は今
：！！

も
尙
學 

者
の
賞
讃
す
る
所
で
：あ
る
。
.伊
太
刺
社
會
主
義
の
之
等 

,
の
先
騵
.者
は
固
ょ
h
所
謂
.空
想
論
者
で
は
な
く
，
却 

X
實
在
論
者
で
あ

a

た
、
伊
太
利
人
の
言
に
從
へ
ば 

v
e

r
f

で
あ
つ
た
。
け
れ
ダ

」

.も
彼
等
が
法
學
者
で
あ 

&
哲
學
者
で
あ
&
又
殆
ん
ど
例
外
な
ぐ
大
學
敎
授'で
あ
，
 

爿

1

部
は
政
治
家
で
あ
な
ビ
ー
，

K

ふ
其
社
會
的
地
位
に
從 

.つ
て
、
，彼
等
は
其
著
作
を
一
般
民
衆
の.爲
に
書
.か
ず
し

で
あ
つ
た
o
彼
等
は
：彼
等
の
知
ら
な
い
.而
も
必
要V

し 

な
か
つ
た
社
曾
に
暮
ら
し
て
ゐ
た
。
で
あ
る
か
ら
其
著 

作
は
多
數
者
の
感
情一

縱̂
令
其
感
情
は
意
識
の
底
に

潜
枉
す
る
程
の
も
の
•で
あ
る
マ
し
す
る
も

-
の
指
數
で

は
な
く
し
て
、
單
に
狐
獨
の
描
寫
に
過
ぎ
な
か
つ
れ
。
 

洵
に
彼
等
の
社

會

主

義

は

其

書

物

の

上

に

限

，ら

れ

て

ゐ 

た
の
で
あ
つ
た
。
,

伊
太
利
に
於
て
‘、
賃
銀
勞
働
潘
社
會k
於
け
る
社
會 

主
義
的
運
動
の
：發
達
は

1
1

ヶ

.0
事

_情

代

大

な

る

s

f

c 

發

見

し

：た

其

1

は
生
產
方
法
に
於
て >

 
あ
る
。
伊
太 

利
人
は
前
世
紀
の
略
五
十
年
間
は全
ぐ
卑
俗
な
る
ii
*
. 

を
主
^
し
た
、
且
小
規
模
經
營
の
生
產
方
法
に
束
純
せ 

ら
れ
た
國
民
で
あ
つ
たe
其
れ
故
®

#

R於
て
は
、
革 

命
的
勞
働
運
動
の
f

的
要
素
、
即
近
世
資
本
主
義
め 

母

體

內

ょ

り

產

れ

：
出

で

^
る

無

產

者

踏

級

"

尙

詳

言

す
 

れ
ば
，
生
產
手
段
^
離
れ
た
る
無
數
の
生
產
從
檠
者
の

第
十
五
#

i I

五
三
七〕
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雜

0

讲

太

利|:
於
け
る
社
會
主
義
學
說
の
發
逯

吸
級
的
自
利
心
の
自
然
の
發
露
ビ
し
て
觀
察
せ&
る
べ
.

き
、：
夫
の
狻
雜
し
た
る
思
想
の
'保
持
者
と
し
て
の
無
產 

者

：

，
.' 

ふ
も
の
が
缺
け
て
ゐ
た
。
第
一1

に
看
過
す 

可
ら
ざ
る
こ
ミ
は
、
當
時
の
伊
太
利
は
小
國
に
分
：裂
し 

て
ゐ
て
フ
外
國
及
自
國
內
の
饍
王
に
ょ
り
て
東
縛
せ
ら

_

れ

て

ゐ

た

ビ

云

ふ

こ

で

あ

る

。
之
に
加
ふ
る
に
奴
隸 

意
識
を
失
は
ず

^
ゐ
た
ど
云
ふ
事
が
あ
つ
た
。
之
等
の 

足
#
を
炸
裂
せ
ん
が
爲
に
は
、
靑
年
伊
太
^
入
の
總
て 

の
筋
肉
，を
伸
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
，た
。
而
し
て 

民
衆
は
、
縱
令
經
濟
的

^
は
抑
觸
せ
ら
れ
：て
ゐ
て
も
、

の
支
配
を
免
れ
ん
ビ
す
名
政
满
上Q
目
的
を
達
す 

る
こ
^
.に
.彼
等
の
活
動
カ
を
览
中
し
て
，ゐ
た:°
人

麵

鬪\

も

第
-

M

弊
二
一
六 

階
級
の
最
始
の
；社
會
的
述
励
は
、M

a
z

l

の
.運
動
以 

外
の
も
の
を
產
む
こ
^
は
出
來
な
か
っ
た
。Giuseppe 

M
a
z
z

s'i

、が

最

始

の
#
太
：利
蓮
動
者
、じ
し
て
組
織
し
指 

揮
す
る
^
險
し
て
侬
て
以
て
基
礎
ミ
し
た
る
敎
義
は
、 

社
會
主
義
的
革
命
的
の
も
の
で
は
な
く
て
、
社
會
主
義 

的
改
革
的
の
、も
の
，
で
あ
つ
た
。
彼
に
從
へ
ば
、
國
家 

(
v
o
l
k
s
s
t
a
a
t
)

は
其
;0
中
に
住
む
凡
て
の
.階
級
.の
利
番 

'の
最
高
の
.測
定
者
で
ぁ
.

o

和
解
潜
で
ぁ
る
"
從
っ
て
國 

家
は
先
第
一
に「

煨
も
大
な
る
且
贫
窮
な
る
階
級」

の
球 

助
を
爲
す
爲
に
存
す
る
も
の
で
め
る
。
此
國
家
は
勞
働 

者
組
合
ミ
共
力
し
て一

-

併
し
乂
他
の
總
て
の
.階
級W

 

も

、1
致
し
て——

過
大
な
る
資
本
主
義
す
闘
爭
を
忖
ふ

爭
の
時
代
^
於
て
は
、
階
級
闘
爭
は
重
要
な
る
意
義
を
一
可
き
で
あ
，る
。M

a
z
z

B*i
,

の
.霄
を
以
て
す
れ
ば
、
獨
占
、
 

有
す
る
に
至
る
を
得
な
い
、.
ビ
云
ふ
こ
ミ
は
經
驗
論
の
.

過
度
の
集
中
及
忍
索
0
不
健
全
.を
玫
擊
し
"
而
し
て
階
. 

法
則
で
あ
る
。
 

級
麵
爭
に
は
、
社
侖
星
_
の
觀
然
た
る
形
式——

其
れ

此
時 ：
代
のご
產
物

伊
.太
.利
0
諳
種
：0

_
民

W

t Mazzln〗
は
' ASS.OZIatio;n?SInus:, (

«|
.合
主
義
}
6名 

1

た
-..

——

l
.
k
.
ょ
つ
.：で
.S
:
終
-

OVAJ.

與
'ふ
へ
可
き
で
も
る
0
Q
O

而
し
て
此
形
式
は
、
勞

働

を

可

能

な

ら

し

む

る

資

本

が

ビ

し

て

相

举

は

し

む

る

ミ

云

ふ

.こ
ミ
.は
、
惡
事
で
办

:

漸
次
勞
働
者
其
人
の
手
に
移
つ
.て
、私
有
財
產
と
な
る
、 

€
云
ふ
事
の
中
に
存
す
る
0
.で
ぁ

る
。
其
場
合
に
は
、
 

如
何
な
：る
形
式
に
於
け
る
に
も
せ
ょ
、
私
有
財
產
の
廢 

.止
S

K
ふ
事
代
は
關
係
せ
t
、r
 
.分
配
^
於
け
る
正
義
に： 

關
係
し
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
？
乍
併
、'
,生
，產
を
歸 

爲
^
は
典
働(

z
u
s
a
i
e
n
a
r
b
e
i
t
)

が
必
耍
で
ぁ
る
。
又 

資
本W

勞

働

.で
の
，間

の

連

帶

*
任

(SOHdaritit). 

.
1

'

彼
等
が
#
々
保
識
さ
れ
度
い
と

®

ふ
場
伶
に
は
^

_

が 

又

必

-M
で
あ
ふ
。
其
れ
故
組
合
思
想
の
理
想
的
形
式
は
、
-

囊

U

於
て
はH

a
l
b
p
a
c
h
t
(
l
l

? ?
! ^u

で
あ
ら
、| 

L
e
w
g
e

 

Mora
l
e 

S

Kふ
名
稱
¥
似

て

"
唯

物

主

義

►
 

*
 
:
丨 

;
.
. 

- 

}

る
。
何
ビ
な
れ
ば
彼
等
は
寧
^
相

換

へ

て

"

自

曲

を

達 

す
る
爲
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
此
目 

的
-—

階
級
的
反
目
の
廢
止~

^
は̂
、實
際M

a
z
z
i
n
i

の 

意
見
に
從
へ
ば
、

，甚
だ
逆
理
助
に
聞
え
る
か
も

知
れ
な 

い
が
、
目
的
の
爲
の
策
略
手
段
ミ
し
て
の
階
級
的
反
目
' 

の
廢
止
ヽ
R
ょ
‘つ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。

Giuseppe 

M
a
z
z
i
n
i

IfR
o
m
a

 del 

F
o
p
a
o 

(1871 )

に
於
て
、'勞
働
者
は
謀
反
人
た
る
ょ&は
使
徒
で
'な
け 

れ
ば

な
ら
ぬ
S
說

明
し
、bottrina 

del 

D
o
v
e
r
e

及

工
業
勞
働
者
にW

り
て
は
立
憲
的
な
工
場
及
純
益
に
對 

す
る
：干
與
、
特
に
生
產
組
合
の
形
式
に
於
け
る
其
れ
で 

あ
：る
。物
質
的
利
害
は

.國
民
を
相
‘離
間
し
、
而
し
て
國
投 

を
成
立
す
る
種
々
'の
階
溆
を
G
て
貧
困
者
の
利
己
主
義 

に
陷
ら
し
む
。
故

に

Bourgeoisie

衩

Proletariat 

 ̂

，を
し
て
、
自
發
的
に
經
濟
的
關
係
を
結
ん
で
ゐ
る
も
の

亦
歷
史
的
唯
物
主
義

—̂

k對
し
て
敵
對
し
れ
o
又
伊 

太
利
無
產
者
階
級
に
對
し
て
は
、先
第一

に
、彼
等
が一 

世
紀
の
長
き
に
涉
っ
そ
の
苦
痛
に
も
拘
ら
中
尙
ほ
愀
M 

を
覺
え
な
か
つ
た
とv

を
、
稱
讃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

か
つ
た
。
而
し
て
彼
#
は
歐
洲
に
於
て
'只
一
人
、
rf
し 

き
效
績
に
よ
つ
て
の
み
新
し
き
權
刺
を
蔵
ち
得
べ
き
で

第

十

五

卷(

ー
五
3.
九)

雜
：
.
錄
:;
併
太利

！！

於
.け
る
社
會
生
義
學
說

0
發
逢

第
十一

號

| 

二
七



第

十

五

怨

(

1
芄
四
〇

)

雜

錄

.
伊
太
利
|-
於
け
：る
社
會
主
赣
學
魏
の
發
遨 

第

十

一

號

ニ

1八

.あ
るVJ

云
ふ
乙
ミ
を
意
識
し
て
、
偷
理
の
旗
印
の
T

R 

集

：つ
た
ビ
ー

K

ふ
こ
€
を
、
稱
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か 

つ
^
。
而
し
て
萠
し
が
け
ft
, wourgeoisie

の
寬
仁
、
大 

度
及
芷
義
の
感
惝
に
訴
へ
て
決
し
て
倦
む
こ
^
の
な
か 

つ
たM

a
z
z
g

は
、
.伊
太
利
社
會
主
親
に
於
け
る
偷
理 

的
特
徵
の
眞
の
開
祖
で
あ
つ
れ
。
，

■
 

0 

.

.

N
a
p
f
e
s

の
身
分
高
ぎ
貴
族
0

一
 

人
郞b

u
c
a

 

Carlo

K
s
a
c
a
n
e

 

R
:も

亦

、

ー
の
甚
^

^

き

雨

民

的

色

彩

を

持

‘

つ
て
■

ゐ
■.

る
.

が
.

併
じ
其

.

れ
に

.

も

拘
- &

す
徹
頒
微
尾
社
會
主

.

.

.

.義
的
:«
る
組
織
の
計
_
が
あ0

た
。p

i
s
a
c
i

は
、
社
會

間
題
に
於
て
は

.

經
濟
的
原
因
の
優
れ
る
乙
ど
を

ノ
明
か

に
認
め
た
。
國
说
の
運
命
は
政
治
上
’の
制
度
に
懸
る
ょ

b
は
、
經
濟
上
の
^
本
條
件
お
據
る
こ
^
多
き
も
の
で

あ
る
。
人
類
の
凡
て

0
不

宰

の

，
根

：
源

は

ヽ

f

な

き

所

：

4̂
.

權
(:
存
す
.る
の
..で
ぁ
る
.：.
即
或
人
は
生
命
の
^
に
.
^
. 

要
な
る
も
の
'よ
j
も

玉

の

を

所

'有
す
る
に
^p

狗
：̂

ず
、
他
の
人
が
生
命
の
爲
：の
必
恶
以
上
を
所
有
す
る
ど 

云
ふ
權
利
R
存
す
る
の
で
あ
る
。
此
事
は
、ノ
 

•フ
ス
ブ
ル 

ダ
家
の
支
^
の
下
に
在
.る
伊
太
利
人
に
於
も
、
內
國
の 

支
配
下
に
住
め
&
者
^
,於
て
も
同
機
に
眞
で
あ
る
。
故 

.に
il
l
民
的
問
®
ヒ
云
ふ
も
.の
は
、
唯
社
會
問
題
^
同
時
. 

に
.解
決
せ
ら
る
、
ご
S
が
出
來
る
。
伊
太
利
.の
解
放
戰 

淨
は
、澳
太
利
人
及
佛
蘭
西
人
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
 

、又
同
時
に
一
般
に
資
本
家
全
體
k
對
し
て
向
け
ら
れ
な 

け
れ
ば
な
も
ぬ
。本
職
の
將
校
で
あ
つ
たPlsacane

は
、
 

彼
に
ミ
つ
て
最
高
.の
軍
隊Q

形
式
で
あ
る
;fr
の
民
兵
- 

(
M
i
H
z
h
e
e
o

の
手
段
に
依
つ
.て

、

此

戰

爭

が

如

何

^

導 

か
る
、
か
，

€
运
ふ
.こ
と
.に
付
い
て
全
綣
を
費
し
て
書 

;.S

た
。
此
戰
爭
の
目
的
は
：社
會
主
義
で
あ
る
。
即
自
由 

€
組
合(A

S
S
O
Z
M
O
n
,
)

:̂
で
あ
る
。
民
主
々
義
は
不
M
 

當
な
る
も
0
で
あ
り
、
自
由
民
に
S
つ
て
は
價
値
な
S

制
度
で
あ
るW

。

Pisacane 

.に
於
.て
は

>'
灼
熟
し
た
る
愛
阈
者
ビ
、
先

.見
力
.も
る
i

的
.の
7

.

I

3

Kが
發
見
せ
ら
る
.
、

0 :

派

.0
大
反
對
に
.冬
拘
ち
ず
彼
矽
虫
義
.は
各
地
.代
擴
ま
ク 

で
あ
る
。
彼
は
社
熹
命

k
關
す
る
®
說
を
、：

社

會

ま

,た
。、
伊
太
利
社
會
義
運
動
史
を
述
ベ
る
に
t
て
ま
、 

義
k

f
好
都
合
I

伊
太
利
の
國
'K
的
特
徵
ど
、
資

•

之
：か
、ら
i

を
詳
說
し
I

れ
ば
な
I

が
、
S

他 

本
筆

及

增

*

す
る
民
衆
ュ
の
食

困
と 
一

K

ふ
：
經

濟

的

：
現

象
日
に
期

し

度

いビ
思
.ふ
0
併
し

兹

^

於

て

も

外

國

、
ん 

v

を

.以

节へ
趵
ち
立
.て

农

。
；
唯

、
.：
社

會

生

義

に

感

動

し

|

る

彼
^
付

て

餘

單

：な

が

：ら

記

す

9
必

：
要

.
が

あ

气
 

:
.た
名
：
且

經

濟

的

に

.之

を

必

耍

ど

€

:

^

 ̂

.
人

が

：社

會

虫

：義

緣

的

義

ぜ

し

て

、
示

す

所

0
名

の
.«
、
， 

.

.は
：
：
亦

伊

太

利

か

：ら

外

國

^
を

放

逐

す

る

の
’地

位

紀

，在~
唯

無

產

者.階
：級

.其碜
の
i
本

^

熱̂
望
せ
を
說
贝

.す

； 

る
で
'ォ
n
 

•,眞
の
#
陳

潘

は

、
，：其

れ

故

、

.社

會

主

義

こ

匕

に

過

，ぎ

な

い

：

.ミ

、

彼

は

思0
f2
。Bourgeois、
の 

者
で
あ
ら
ね
ば

2

ぬ
>其
れ
に
も
1

す
へ
|

國

家
.祖

織

及

經

濟

組

：織

に

對

す

る

.B
a

k
l

の
攻
.擊 

の
®

!

義̂

は

和

等

掀

ま

參

に

終

つ

.た
0
: 

, 

• 

j

は
、
，

K

ル
ク
X
0
.其
れ
：の
如
く
5

此
社
會
の
不
龅
當 

一
：
，:
闼

ン

;
 

'.ニ
：.り
，
.

及
歷
史
的
I
然
的

I
:崩
解
塞

識

し

？

5

事 

,
1CO
0
4
-
I
N
の
：
問#
太
利
に
於
て
活
動
し
た
露
西
駔\

に
基
い
.

H

ば
雇

^
ず
し
て
ク
鄙
て
其
は
、
現
社
會
の
下 

人

M
i
l
l

 

B
a
k
i
n
,

 

伊
太
利
無
產
者
階
、
遒
德
s

g
ii
じ
た
^
云
，ふ
'-
と
に
基
い
て
ゐ
た
。，v
伊
太
：
 

級
に
-'
f
l看
義
的
徂
界
觀
の
統j

的
紐
織
を
齎
し
ね
。
.

.刺
社
會
«
命
*

0前
提
は
：即
偸
理
的
性
質
で
あ
つ
れ

” 

J.OLn 

K
a
e

も
亦
伊
太
^

k
は

1
8
600

年
にB

a
k
u
n
i
n

資
本
生
義
は
抑
應
せ
&
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、：
何
S
な 

R
依
つ
：て
ft
兪

主

義

が
裔

3
れ
.た
e
言
つ
て
ゐ
ゐ
o

:

:
:
れ
ば
其
は
奴
隸
を
作
，る
も
の
で
弟
る

か
ら
で
あ
る

0
其 

(
c

o
t

p
l

 

s
p
c
i
f
, 

p. 

5
7
)

而
し

て

M

i
 

. &

劣

拘

ち

ず

之

等

，の

理

想

家

は

：：、

.其

世

界_

0本
質 

8

十
I
 

(

一
 

五
2

)

雜

M 

'

I

l

^

l

l

i

l
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..鄉

卜

恙(

：一
:五
四
3

雜

-錄伊
太
利

'
U於
げ
る
社
會
主
義_

■

逾.

.

翠

t

織

m

Q

に
於
て
マ
ル
ク
ス
の
歷
*
的
：唯
物
主
義
に
甚
だ
接
近
し 

て
ゐ
た
。遒
德
は
、彼
等
に
ビ
っ
;T
、
現
時
の
經
濟
的
基 

礎
の
理
想
的
上
層
部

で
あ
る
9

現
時
め
政
治

上
.宗
敎
上 

の
諸
間
題
も
亦
經
濟
的
方
法
に
於
て
の
み
十
分
に
解
決 

せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
其
れ
故
國
家
も
亦
彼
等
に
ょ 

つ
て
マ
ル
ク
ス
流
に
漣
解
.せ
ら
れ
說
明
せ
ら
る
。
乍
併 

マ
ル
キ

ス
ト
に
は
全
然
嫩
け
て
ゐ
た
所
の

-の
強
烈
な 

る
心
ぎ
的
傾
向
が
、

彼
等
を
む
て
、

I

X
ょ
り
以
上 

に
マ
ル
ク
ス
流
^
る
に
：至
ら
し
め
、
而
し
て
國
家
を
以 

て
窖
惡
其
も
の
ビ
し
て
觀
察
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
伊 

太
利
の
社
會
革
命
者
達
は
安
ぎ
！！！！！
ヒ
共
に
？
人
間
性 

ど
云
ふ
も
の
は
彼
等
の
芋
中
に
與

ヘ

ら

れ

た政
治
的
及 

經
濟
的
權
力
を
必
然
濫
用
す
る
が
如
き
特
質
の
も
の
で 

あ
る
^
云
ふ
乙
ビ
を
、
深
く
確
信
し
て
ゐ
た
。
理
論
に 

，於
て
は
明
晰
な
る
、
，品
性
に
於て

は
高
尙
な
る
社
會
主 

義
者
も
、
其
人
に
は
名
#:
心
の
强
き
所
、
«
制
的
な
る 

所
が
ぁ
る
於
、
其
萠
芽
で
も.駿
達
，せ
し
め
る
樣
な
機
會 V

を
與
ふ
る
，な
ら
ば
、
國
民
.の
励
敎
漭
ょ
り
其
駆
制
者Vi. 

な
る
で
あ
ら
5
C此
.心
理
的
源
泉
か
ら
し
て
、伊
太
.利
の
；
 

社
會
革
命
者
達
に
は
、國
家
に
'關
す
る
見
解
：、
デ
モ
ク
ラ 

シ
.ィ
に
對
す
る
觀
察
が
流
れ
出
て
ゐ
る
の
.で
あ
る
。
，彼 

一
等
は
、M

a
r
x

ビ
共
に
、
國
家
は
唯
經
濟
的
特
權
階
級 

一，
に
ょ
る
搾
取
.を
防
鐵
す
る
の
使
命
を
持
つ
て
ゐ
る
S
言 

|

ふ

、

け

れ

ど

，も

彼

等

は

尙

：ほ

1:

餍
深
く
進
ん
で
ゐ
る
、

|

而
し
て
此
認
識
か
ら
出
發
し
て
理
論
的
に
も
實
際
的
に 

::も
十
分
な
る
推
斷
を
惹
い
て
ゐ
る
。
彼
等
に
S
つ
て
は
、
 

國
家
は
支
配(

系3
c
h
a
f
t
)

ど
同
意
義
で
あ
る
。
何
れ 

の
支
配
も
支
配
せ
ら
，：る 
>
階
級
の
存
在
を
前
提
ミ
す 

j

る
'0
其
.れ
故
君
.主
國
-
^
o
s
l
o
h
i
e

)

と
民
主
國d
e
m
o

 

\ 
kratie) 

t
の
原
理
の
間
に
は
唯
程
度
の
差
異
が
存
す
る 

.
の
み
で
あ
0
て
種
類
0'
相
違
で
ば
な
い
。
而
し
て
之
も 

亦
經
濟
的
^
支

配

せ

る

階

級

に

，の

み

感

知

し

''
#
べ
&
事 

で
あ
る
。
雨
者
の
國
家
形
式
に
於
て
"
國
家
は
同
じ
方 

法
に
於
て
、
所
有
階
級
の
經
濟
的
利
猛
を
保
»
す
る
の

で
あ
る
。
乍
併
、
君
主
國
に
：於
て
は
或
る
特
別
の
階
級 

.
即
第
人
階
鈒
^
ょ
つ
て
支
配
せ
ら
る
、
か
ら
し
て
、
君 

〗

主
國
は
所
有
階
赦
纪
搾
取
の
自
由
即
經
濟
的
自
由
を
保
：
 

證
す
る
、
け
れ
ざ
も
政
.治
的
自
由
は
#
證
し
な
い
。
之

，
 

に
反
し
て
民
主
國
に
於
て
は
、
：經
濟
的
支
配
.階
級
即
亦| 

政

治

的

支

配

階

級

，で

あ

る

，。
併

し

支

配

は

先

天

的

に

國 

民
の
凡
て
の
權
利
を
存
在
せ
し
め
な
い
も
の
で
あ
る
か 

ら
、
從0

■て
、
例
へ
^:
：̂

i

者
階
級
が
議
員
選
擧
に
干
，
— 

與
す
る
こ
ビ
も
亦
無
总
恭
で
あ
る
。
何
ビ
な
れ
ば
國
民I 

の
選
擧
權
は
、彼
の
支
配
者
其
者
を
選
擧
す
る
の
國
民
の
一 

權
利
を
意
味
す
るM

 

>

»な
る
.か
&!
で
，あ
る
と
。
 

.

.今
日
に
於
て
は
、
貧
窮
階
級
を
向
上
せ
し
む
る
の
手 

段
を
硏
究
す
る
ビ
5C
ふ
こ
ヒ
に
關
係
し
な
く
て
、
却

て) 

専
ら
，問
題
ビ
_な
る
は
、
，人
が
絕
體
的
の
社
會
的
正
«
の
.

' 

原
理
を
認
む
る
こ
ビ
を
欲
ず
る
：か
否
か
ど
云
ふ
問
題
を
, 

提
出
す
る
.こ
S
で
ぁ
る
0

然
る
時
、
賃
銀
運
16

を

活

動

.

る
で
あ
ら
ぅ
。
何VJ

な
れ
ば
、
賃
銀
の
上
增
は
何
時
で 

も
其
れ
に
從
つ
て
生
活
資
料
の
價
格
騰
貴
を
生
ず
る
も 

の
で
あ
ぅV

又
此drculus 

V
M
O
S
C
S

 (
誤

れ
る
循
環)

を 

免
れ
る
手
段
は
何
等
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

民
衆
は
苒
向
上
の
爲
に
結
合
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

.
■其
れ
が
爲
に
は
、
自
己
の
物
に
對
す
る
道
：德
上
の
權
利

を
岩
の
如
く
確
信
す
る
こ
ビ
，
-
其
事
は
無
產
者
階
級

R
敏

練

せ

，
ら

れ

な
,^
れ

ば

な

ら

ぬ

も

の

で

あ

る

が_
_

. 

の
外
に
、
先
第 

一
R
力
を
.擊
備
す
る
こ
ビ
即
組
織 

.广
？
切
&

&
§)

を
必
要
ヒ
す
る
0
而

し

て

社

會

的

^

命 

が
血
な
ま
ぐ
さ
く
行
は
れ
る

か
或
は
流
血
の
慘
事
な
く 

經
過
す
る
かW

云

ふ

こ

ど

は

、

現

在

の

；組

織

が

日

；
々
要 

求
す
る
所
の
犠
牲
に
關
し
.て
、
第
ニ
の
問
題
を
示
し
, 

ゐ
る
。
支
配
階
級
が
、
彼
等
の
道
德
上
の
不
芷
を
*

_ 

し
又
彼
等
0
支
配
權
：の
疋
し
き
を
立
證
す
る
の
不
可
能 

.な
る
こ
S
を
意
i®
し

て

、

血

腿

：さ

解

.剖

を

放

棄

す

る

こ

的
^
行
ふ
ご
云
ふ
乙
ビ
は
永
續
的
傻
値
を
持
た
な
く
な_ 

e
を
希
望
し
て
も
、
併
し
：其
れ
.が
爲
斯
る
放
棄
が
行
は

笫
十
五
卷

u

五
四
三

)

雜
錄
餅
太
利
に
於
け
る
社
會
生
義
學
說
の
發
逮
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錄

#
§
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社
#
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«
發̂
連
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第十二號ニ

 )i 
ニ 

れ
る
ビ
去
ふ
こ
ビ
は
不
«
か

で

あ

る

：。
何

ど

な

れ

.ば

辦

M
な

る
本
務
は
總

て

の

、
ス

Aqui’v

o'k
e
n
i

の
#
闘
に
存
■ 

力
政
策
ょ
支
£
皆
滋
こ
は
餘
り
1;
固
有
し
て
灸
る
も
の
；.

す
る
'の
で
あ
る
。B

a
k
t
m

s*
0
倂
太
利
に
於
け
る
誠
K 

で
あ
：る
か
ら
で
あ
る
" 

、

'■
'

、

;

!

^

|

(

：普
魯
西
に
於
け
，.る

が

如

く

：で

あ

つ

た

>

彼

择
 

.
'如
何
:«
ろ
場
合
に
も
勞
«
階
級
は
：;>
其 

：人
.民
黨
ビ
全
く
分
裂
.し
て
\
勞
働
者
を
し
て
_

立
を
得 

次
の
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
"富
者
及
權
勢
者
冬
迹
ノ
ー
'
せ
し
'>
>
れ
0

.
:

彼
_
0
:民
：衆
の
福
利
を
害
す
る
の
能
力
が
奪
は
れ
次
，

其
分
裂
は
ft
國(

彦

民

|

)

及
國
民
c
i
o
n

)

.の
本
，
 

^
、
勞
働
階

級
の
兄
弟
€
な
る
。其
#
は
、彼
等
^
對

す

質

|;
關
す
る
根
本
的
：に
，反
對
の
解
零
に
傳
つ
て
完
成
せ 

る
如
^
な
ろ
：僧
^
.も
消
失
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
^J

云

ふ

ら

•れ
た
osazzlpi 

.其
人
は
稀
有
な
る
結
果
^
&
の
全 

こ
ビ
.で
あ
る

^
。

:■
'
生
命
の
拋
擲
S
を
以
て
伊
太
利
銃一

の
爲
に
«
心
身
を「

. 

丨
B
a
kiJ
n

R

つ̂
て
は
、«
產
者
階
級
が
其
凡
て
^
あ
：

捧
对
れ
。：
文
伊
太
利
の
精
神
上
の
大
僧
进
の
信
仰
に
深 

ろ
'°
,カ
で
あ
り
ヽ
生
命
で
あ
卜
、
知
識
で
あ
り
、
人
性
で
あ

| 

く
凝
b
la
;
^
/而
し
て
伊
太
利
か
ら
發
送
し
ft
る
政
：治 

K

而
し
て
其
全
部
の
將
來
で
あ
る
の
で
あ
る
，

唯一的社，

#

«
の
-人
.民
解
：放
ビi

R

遣

赠

物

に

士

分

、
 

つ
が
尙
ほ
救
R
は
觖
け
て
ゐ
る
、
即
人
の
元
氣
を
'5
1

立

\
滿
足
し
て
ゐ
れ
。
其

M
a
z
z
i
n
i
k
g
:

つ
て
■は
、
祖
國
は 

て
る
M

%
-e
あ
る

0-
快
活
な
る
靑
年
時
代
め
任
務
.は
、

」

國
&
の
眞
髓
其
も
の
で
'あ
.づ
^

b
即
所
有

.る
敵
對
の
終 

誠
實
な
る
友
誼
を
以
て
勞
働
者

0
赞
識
を
開
_發
す
'る
ビ
.，

結
の
爲
に
必
要
な
：る
且
徘
他
的
：の
土
地
で
あ

0
れ

’' 彼 

-云
ふM

.

允
で
あ
る 
' 

而
しV

.

又
模
範
貧

示
し
て
彼
等
をI:

ド
ビ

つ
て

は

、

th
會
§

»

'«
:»
で
.毛
又「

何
處
で
も
國

. 

指
導
す
、る

S
云
^
z 

、
»

;
處
.̂
彼

,0
最
も「

霄

，

民

的

.問

鶴

で

ぁ
?

^
.、
'
即:*
國
戾
的

1:
0'
み

解

^
-
^
得
ハ

べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
外
國
に
對
し
て
伊
太
利
は
一
つVJ

も
五
ケ
0

「

國
民」

或
は
大
社
會
か
ら
成
立
.し
て
ゐ 

の
も
の
で
あ
ら
ね
ば
ば
ら
な
か
0:
だ
0
:伊

太

利

解

放

の

る
。
無
產
者
の
所
謂v

a
t
e
r
l
s
d
.

な
.る
も
の
は
新
在
し 

爲
に
未
だ
一
度
もM

a
z
z
i
n
r

は
外
國
の
援
助
を
許
さ
ぅ
な
い
。
.祖
涵
は
、
今
日
に
於
て
は
、
國
家
若
く
は
少
く 

マ
し
姐
は
な
か
っ
た
メ
旮
由
戰
宰
の
爲
^
は
彼
及
彼
の
友
、W

も
其
池
象
し
た
，も
^
で
あ
6
、
形
而
上
學
的
神
秘
的 

入
说
公
の
布
吿
を
爲
し
て
も
、
«
太
利
^
對
し
て
佛
蘭.1:

法
律
.的
擬
«
で
あ
る
。
.叉
其
.は
一
階
級
の
赏
ビ
自
由
S 

西
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
：つ
；た
場
<
»に
、
其

戰

文

化

：ド
rを
意
味
し
、
民
衆
の
貧
困
、
：奴
a
、
殳
抑
應
さ 

爭
に
加
は
る
を
欲
し
な
か
つ
た
。
此
愛
國
猶
感
受
性
即
ン
れ
た
未
阙
に
基
礎
を
置
い
て
ゐ
る
。
其
れ
故
歐
洲
及
逝 

率
直
な
る
仿
太
禾
t.
會

-+
義
R

f

ul:
'

转
き
社
會
革
；| 

.米
刺
加
の
無
產
階
級
0
本
質
其
，も
の
、
中
^
は
、
：其
國 

命
家
.達
は
、
彼
等
の
明
ら
さ
ま
な
る
國
際
的
、
或
は
：

，，境
を
越
へ
て
國
際
的
総
合
に
«
 

g
a
z
z
g:
.の
歎
息
に
從
へ
ば
山
脈
外
の
、社
會
主
義
j

 

^

の
が
在
る
。
此
國
際
的
勞
働
結
^
は
一
國
の
無
趦
者 

■

詳
し
く
言
へ
ばK

.

ル
ペ
ン
山
脈
を
越
へ
た
る
外
の
社
會
階
級
^
有
產
者
階
級
£
の
間
：の
.不

自

然

な

る

結

合

.ょ
り 

I
生
義
即
露
西
殷
佛
蘭
西
及
.獨
乙
に
甶
來
U
:た
る

要
素
か
も
一
層
效
*

の
あ
る
も
0
で
あ
り
、
又
徳
義
を
守
る
も 

•
S成
立
し
て
ゐ
る
外
國
の
社
會
主
義
|

を
鉤
立
せ
し
|
の
で
あ
る
。
伊
太
利
：に
於
て
'ぼ
上
流
社
會
か
ら
、
道
i 

め

た

。

彼

等

の

標

語

に

日

.く

 ：「

園

際

的wo
u
r
g
e
o
i
s

に

的

に

«
も
重
.要
な
る
人
々
の
多
數
炉
、
其
第
一
線
の
戦 

對
す
る
國
際
的Proletariat

の
鬪
爭」

ヒ
。
彼
等
は
此
士
と
な
つ
た
所
の
此
解
釋
は
、
間
も
な
く
大
な
る
贊
成
，
 

標
語
を
科
學
的
f
c說
明
：す
る
.乙
と
を
求
め
た
、
k

同
.時

者

を

得

、

而

し

て

數

年

办

間

に

：國

內

に

於

け

る

唯

一

の 

-

.に
伊
太
利

.

の
社
會
的
錯
«
を
萊
し
た
o
伊
太
利
^
少
ぐ
有
力
な
る
榖
義
ビ
し
て
*

*
す
る
こ
S
に
成
功
し
た
"

';
$

五

卷

つ

—
丑
柯
觅)

：

雑

.
錄

:
,伊
太
利
|:
於
け
る
社
會
主
義
學
說
の
發
逯
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十
l
_ 

_
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笫
十
茧
怨
2
丑
四
六)

新
刊
紹
介

勞
働
者
《
社
會
革
命
家
逢
に®力
ぜ
ん
が
爲
にMazzJ- 

n
T

を
見
棄
て
，
了
.つ
た
、
而
し
て
苘
、Garibaldi

の
下 

^
於
て
祖
國
0.
爲
に
：戰
っ
て
ゐ
た
學
生
達
も
其
れ
に 

傚
っ
た
。
.伊
太
利
統
1
に
關
す
る
.ー
般
の
不
滿
足
が 

Bakuni,smus

に
對
し
T .
媒
介
の
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ 

つ
れ
6 

(

未
完) 

,

.竿i

鱗

1
H四

令

佐
'野
學
氏
藉

:

露
西
亜
經
濟
史
研
究

大
镫
閣
锬
行
似
六
、
八
。
錢

■『

西
洋
雍
情』

一
1編
卷
之
ニ
に
露
西
亜
の
農
民
の
こ
€ 

を
叙
し
て
左
の
如
く
記
し
て
あ
る
‘。

古
來
锊
西
蓝
の
跺
民
は
大
半
赍
奴
の
法
か
以
て
人
に
養
は
れ
自
か 

、

ら
獨
立
の
活
計
か
爲
す
か
得
す
典
政
府
に
屬
す
る
！

一

千一

瓦
旗
人 

窩
聚
貴
控
靥
マ
る
莕1

千
三
西
葆
人
貴
族
の
家|:
養
|1
.る
る
资
奴 

.
の
敬
は
家
の
贫
當1
1從
て
多
.寡
め
リ
千
八
}
2六
十！

¥

w奴
か
禁
で 

ゐ
の
令
を
下
？:
し
千
八
百
六
十
三̂

iリ
其
命
か
施
行
し
て
國
中
資 

奴
の
法
か
廄
せ
リ
奴
主
の
損
亡
か
傲
ふ
の
法
在
の
如
し
双
隸
な
M
ひ 

し
元
金
じ
は」

年Li

六
分
の
利
息
^
得
べ
合
も
のW

定
め
#

へ
ば
钗 

奴
一
人
か
役
し
て
每¥
六
{ん
ー
ブ
か」

(

昝
西
踣
の
貨
幣
我
三
十
八 

匁
ニ
分
玉
厘
に
常
る

)

づ
\
4>
得
ゐ
と
合
11
こ

れ

を

金

の

刺

息

|:
锁 

W
其
元
金
と
し
て
寶
奴
ぶ
り
百

「

;v
l
ブ
か」

^
主
人
へ
拂
ひ
永
く
身 

謂
の
許
^

#ベ
し
此
百「

ゲ
ー
ブ
ル」

0
,内
邶
時
|:
ニ}

十「

か
ー
ブ
か」 

4>
賢
奴
も
-
出̂
だ
$
し
め
淺
リ
/\
:十「

ル
，1
ブ
ル」

は
政
府
1'
り
拂
び

1«
!
十
九
年
の
期
限
^
以
ズ
资
奴
ょ
り
政
府
へ
返
納
す
可
の
約
倏
あ
る
が
、
三
月
革
命
.は
.な
.ほ
：之

を

鮪

會

し

得

可

し

、

十

，：
 

を
姥
め
り
斯
の
如
く
法
^
立
て
れ
れ
ど
ム
成
は
资
奴
ミ
其
主
人
と
の
一
月
芾
命
に
至
て
は
露
：國
農
奴
の
過
去
^
就

て

眞

相

を

，，

1

S

Iし
l
f
>
!
s
L

千
奋
ー
ハ
1.
±
¥は
い
究
め
た
上
で
無
け
れ
ば
到
底
之
を
會#す
る

I
は
出

.

袂
助
か
以
て
^
！|
し
れ
ゐ
赍
奴
の
數
は
喵
叶
ぎ
ハ
彳
四
货
ソ
十
屮
人
e
t
> O 

i
w

さ

f
 

S

3
 

V

を

.

I、
プ

..
の
み
：
れ
が
爲
め
背
庫
の
.金
4»
数
マ
こ
とi

千
マ
瓦
罕
盖
セ
千
來
如
い

&
佐
班
孝

&
の
新
著
き
オ
ま
の
文
獻
{
が
ル 

「

ル
丨
'ブ
少」

^
り
然
.̂
ど
も
^

は̂
此
金
か
ー
時
1:
出
だ
さ
す
其
る
こ
の
方
面
，の
缺
陷
を
€
ふ
も
の
ビ
し
て
ユ
ニ
ィ
ク
.0 

半
命
11
紙
拟
>
以
て
拂
び
啦
金
は
，政
府
0
借
川
と
1
マ
.刺
分
を
興
る\

ta
tt
を
：有
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
 

. 

.の
み
千
八
；ぬ

六

屮

舉

i
'し
據
れ
ば
新
法
益
々
行
は
れ
著
B£
全I 

:
本
書
は
題
し
'て『

齡
西E4

紙
濟
史
研
究』

ど
云
ふ
て
居 

.

國
の
狗
K

S

S

Iに
細
な
l

i
 - 

:

■

る
。
併
し
'.著
者
の
序
に
'も

記

し

て

あ

る

や

ぅ

^

農

奴

解 

.福
澤
先
生
が
歐
羅
巴
を
滴
瘵
せ
ら
れ
ね
の
は
一
入
六
.

.一
:

ノ
放
迄
_

5
黎

、
：
以

後

一

七

宏

革

命

迄

を

1

卷
g 

年

'0
乙
：ヒ
で
3)
.る
が『

西
洋
：事
情』

ニ
編
の
發
行
は
ー
ろ
し
て
.公
にす

：：

る
：
豫

定

：で
，あ

.つ
た
の
を
豫
定
：の
第一

卷
分 

六
九
年
で
あ
る
か
ら
苏
後
紀
ス
手
の
材
料
に
凼
て
こ
の
へ
ー
.
に
舊
稿
の
補
訂
資
本
主
義
時
代
の
農
業
問
題
一
編
を
添 

.1

段
を
說
か
れ
穴
の
：で
あ
ら
ぅ
。
自
分
は
露
國
農
奴
解
|
:良
れ
.
過̂
ぎ
ぬ
©
ヤ

办

つ

，て

、

而

し

.て

露

西

蓝

の

商

エ 

放
の
V 

V 

VJ

を
日
本
の
知
識
階
級
が
初
め
て
知
り
得
た
の
業
が
勃
興
し
て
來
ft
の
は
農
奴
解
放
以
後
の
こ
ビ
で
あ

.
 

，
は

全

く

こ

の
.一

段
の
記
事
比
曲
つ
；れ
の
で
|

ぅ
ビ
|1
!心

'■る
か
&
本
書
は
寧
ろ
題
し
て
_

1

政
史
’竺 

ふ

.:
0

爾

來

半

世

紀

を

經

過

|,
了
せ
る
が
を
0
間
露
西
亞\

き
で
あ
る
o
最
も
露
两
蓝
ゅ
今
日
で
も
農
民
が
全
.人
« 

に
關
す
る
傑
作
れ
る
ル
' 

7

.

0ボ
y
ュ
ク
の
 ̂

E
m
p
i
r
e

の
約
四
分
の
H
を
占
め
•て
居
る
の
で
一
九」

七
^
の一

1 

des
.

.Hs
i
e
t
:
l
e
s
:
R
u
s
s
e
?
^

1
九
〇」

年
に
同
僚
林
毅
陸
.：度
の
箪
命
が
前
後
共
に
成
功
し
た
の
は
兎
に
诉
農
民
が 

.

博
士
に
ょ
つ
て『

露
西
跑
帝
國』

^
題
し
て
日
本
の
讀
書
之
.
援̂
助
を
與
へ
た
か
&
で
あ
る
,0

.保
守
的
で
あ
0
て 

界
に
紹
介
さ
れ
て
居
る
。.次
で
}九
〇
四

: "

五
年
の
®

現
狀
維
持
に
傾
く
可
き
農
民
にし
て
飽
く
ま
で
ッ
ァ
ー 

役
t
な
b
、
sl
R

一
 

九」

七邮の塔命ミなつれのでル

^
次
で
有
產
踏
級
に
反
抗
せ̂

ん
だ
な
ら
ば
如
何
に
，

:
鍩
十
恙 

'ハ
i

M
さ

0
0
0
 ̂

鍩
十
一
雛
一
員

あ
る
が

.、

三

月

革

命

は

な

：ほ
：之

を

鮪

會

し

得

可

し

、

十

，、
 

1

月
芾
命
に
至
て
は
*
|«
1
奴

の
過
去
R
就

て

眞

相

を

，， 

究
め
た
上
で
無
け
れ
ば
到
底
之
を
會
得
す
る
こ
ビ
は
出
. 

來
無
い
。
蓋佐野

敎
授
の
新
著
は
本
邦
の
文
獻
に
於
け
. 

る
こ
の
方
面
..の
缺
陷
を
補
.ふ
も
のw

し
て
ユ
ニ
ィ
ク
の 

價
値
を：

有
つy

居
る
の
で
あ
る
。


